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建築工事標準仕様に基づく施工方法の紹介

この施エマニュアルは（社）日本建築学会が、

建築の質的向と合理化を図る目的で定めた“建

築工事標準仕様書（ＪＡＳＳ）12屋根工事”に

従って解説したものです。

建築工法の多様化や意匠の個性化に伴い、屋根

材に求められ性能・機能・意匠・施工等もまた

多様化してまいりました。

こうした市場環境下にあって石州瓦をより多く

の消費者に理解していただき、より安全でより

快適な住まいづくりのお役に立てばと考え、こ

の施工マニュアルを作成いたしました。

屋根施工業、工務店、設計事務所の方々の参考

になれば幸いです。

“ＢＳルーフ53Ａ”

　　　　　　標準施エマニュアル

１.製品概要

２.瓦の形状

３.躯体・割付寸法

４.使用箇所

５.施工用材

６.屋根下地材

７.瓦の留め付け

８.施工詳細図
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■製品概要

寸　　法

葺き枚数

重　　量

働き長さ

働き幅

長　さ

幅

使用可能勾配

■物性概要

16枚/㎡ 53枚/坪

305mm(±4mm)

235mm(±4mm)

265mm(±4mm)

3.5寸以上

2.7kg/枚

305mm(±4mm)
試験結果項　目 試験方法

JIS A 5208
に準ずる

曲げ破壊強度 平均2,800Ｎ以上

吸水率

凍害試験

平均5％以下

異常なし

25回の繰り返しで
異常なし

耐薬品性能

※上記製品性能値は試験結果であり、保証値ではありません。
※平成22年度島根県産業技術センター試験データに基づく
　年間平均値です。

（43.2kg/㎡ 143kg/坪）
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10
※この性能値は保証値ではありません。

実際の施工時には、地域や建築物の種類等を考慮し、下地に注意して下さい。

20M18M16M14M12M10M8M6M
勾配 流れ長さ

■標準屋根勾配
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1.製品概要

石州和瓦　ＢＳルーフ53Ａ
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235

235

305 225

90

235235

265

235

305

235

305

235

225

235
225

235 235

265 265

265

駒一文字軒瓦 駒一文字袖瓦（右） 駒一文字袖瓦（左） 駒一文字袖角瓦（右） 駒一文字袖角瓦（左）

万十袖瓦（右） 万十袖瓦（左）

雀口付万十唐草軒瓦

225

235235305

紐袖瓦（右） 紐袖瓦（左）

桟瓦

桟瓦類
輪型雪止

265

235

235

235

小幅桟瓦

235

235

小幅輪型雪止
【平瓦】 【七分平瓦】

【面戸付唐草】 【面戸付大角】 【面戸付小角】

【七分輪型雪止】

雀口付万十唐草袖角瓦（左）雀口付万十唐草袖角瓦（右）

225
305

235 235

小幅万十唐草軒瓦
【七分唐草】

235

235

【万十大袖】 【万十小袖】 【紐付大袖】 【紐付小袖】

【一文字駒付唐草】 【一文字駒付大袖】 【一文字駒付小袖】 【一文字駒付大角】 【一文字駒付小角】

2.瓦の形状

石州和瓦　ＢＳルーフ53Ａ
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役物瓦類
海津棟鬼
【カエズ又須山】
5寸・6寸・7寸・8寸

海津隅鬼
【カエズ須山】
5寸・6寸・7寸・8寸

海津降り鬼
【カエズ切据】
5寸・6寸・7寸・8寸

隅巴【沓巴】棟巴【切巴】

棟鬼跨
【又須山】
4寸・5寸・6寸・7寸・8寸

降り鬼
【切据】

5寸・6寸・7寸・8寸

隅鬼
【須山】

棟鬼三つ組
【紋板】
8寸・9寸・尺・尺1・尺2
尺3以上手造り

紐丸　５寸・６寸・７寸 紐丸両桟
【紐丸目板】

【大のし】
片面のし 厚のし

【小のし】 【七分のし】
大幅のし

角桟雁振瓦 角桟雁振瓦両桟 丸桟垂付雁振瓦
【紐付き雁振】 【雁振目板】 【丸桟小雁振】

6寸・7寸・8寸

素丸　５寸・６寸

石州和瓦　ＢＳルーフ53Ａ
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●流れの寸法は、利足(215mm)の枚数を基準に割付けて下さい。

●軒先瓦の出を75mmとし、軒先先端より215mmを第1瓦桟の位置として、

●桁行き方向の葺き幅は265±4ｍｍの範囲で現場にあわせ調整してください

●桁行き方向

Ｓ＝1/10

Ｓ＝1/10

　順次利足の寸法で瓦桟を設置して下さい。

4.5

10

●流れ方向

●タテ桟テープは、タル木ピッチ(455mm以下)で割付けて下さい。

235

235

235

235

235

305

20

235

235

235

235

235

215

75

(265-15)+265ｘ桟瓦の枚数+(265-15)

305265265265265225

15

265 265 265 265 265 265

15

鼻隠

3.躯体・割付け寸法
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《隅棟》

《大棟》

寄棟屋根

切妻屋根

カエズ６寸棟鬼

5寸紐丸

厚のし

厚のし

厚のし

棟巴

厚のし3段積

5寸紐丸

5寸紐丸

5寸紐丸

カエズ据鬼6寸

厚のし3段積

厚のし

厚のし

厚のし

カエズ隅鬼6寸

隅巴

雀口付万十唐草瓦

雀口付万十唐草袖角瓦（右）

万十袖瓦（右）

万十袖瓦（左）

雀口付万十唐草袖角瓦（左）

雀口付万十唐草瓦

4.使用箇所
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《隅棟》

寄棟屋根

切妻屋根 《大棟》

角桟雁振瓦

厚のし3段積

片面のし2段積 切鬼7寸コヅチ

厚のし1段積

大幅のし2段積

隅鬼６寸コヅチ
隅巴

角桟雁振瓦

厚のし

大幅のし

大幅のし

角桟雁振瓦

厚のし3段積

片面のし2段積

棟鬼７寸コヅチ

棟巴

雀口付万十唐草瓦

雀口付万十唐草瓦

雀口付万十唐草袖角瓦（右）

万十袖瓦（右）

万十袖瓦（左）

雀口付万十唐草袖角瓦（左）

片面のし

片面のし

厚のし

厚のし

厚のし

角桟雁振瓦
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■下地材は、軒先より横方向に順次上り方向に敷いて行きます。流れ方向の重なり(Ａ)は100mm以上とし、

　つなぎ目(Ｂ)は200mm以上にします。

■谷、陸棟、隅棟部分は二重張りとする。

■留付けは300mm間隔にたるみのないように留付ける。

５.屋根下葺材

■釘

■下葺材

■瓦桟木

■葺土・モルタル ●葺土/なんばんしっくい

●モルタル

●ゴムアス系ルーフィング(推奨)

ステンレス
スクリュー釘

パッキン付
ステンレスネジ

●材質/針葉樹Ⅱ類以上の良質なもの

●寸法/15×30mm

■軒先･捨水切

■流し桟 ●瓦横桟木の下にご使用ください。

●捨水切を必ずご使用ください。

棟金具
（棟一番自在型）

●桟瓦用/ステンレススクリュー釘65mm

●棟瓦用/パッキン付ステンレスネジ75mm（棟金具棟一番）

●瓦桟木用/ステンレス連結釘45mm

ルーフィングを2重張り
にする。

100ｍ
ｍ以上

300ｍ
ｍ以上重ねる

300
mm以

上

200mm以
上

100
mm以

上

●隅棟部●谷部

●陸棟部

ルーフィングを2重張り
にする。

300ｍ
ｍ以上重ねる

(A)
(B)

200ｍ
ｍ以上

(タテ桟テープ)
●寸法3×20×50Ｍ

鼻隠し

ゴムアス系ルーフィング

破風板

谷芯

陸棟芯

隅棟芯

４.施工用材

■壁との取合部は250mm以上立ち上げる。

2
50
mm
以
上

250ｍｍ以上

250ｍｍ以上

250ｍｍ以上

250ｍｍ以上



8

桟瓦及び瓦桟木

※当製品は施工ガイドラインの中で組み合わせ葺き工法に該当します
　　　平部桟瓦：全数留め付け1本/1枚　
　　　軒瓦：全数留め付け2本/1枚　ステンレス7形釘補強
　　　雪止瓦：全数留め付け2本/1枚

袖瓦

ステンレス7形釘2.7φＬ＝75

固定してください

瓦桟木固定

軒先部

（2本/1枚）

平部

雪止瓦（千鳥葺）

（2本/1枚）

（1本/1枚　左穴に固定）

　　　袖瓦：全数留め付け2本/1枚　パッキン付ビス補強
　　　角瓦：全数留め付け2本/1枚　パッキン付ビス補強

（２本/１枚）

（２本/１枚）

（２本/１枚）

（２本/１枚）

パッキン付
ステンレスネジL=75mm

パッキン付
ステンレスネジL=75mm

パッキン付
ステンレスネジL=75mm

ステンレス
スクリュー釘Ｌ＝65mm

面戸付大角

万十大袖
ステンレス
スクリュー釘Ｌ＝65mm

ステンレス7形釘L=75㎜
（1本/1枚）

ステンレス
スクリュー釘Ｌ＝65mm

面戸付小角

ステンレス
スクリュー釘Ｌ＝65mm

万十小袖

ステンレス釘　L=65mm.

ステンレス釘　L=65mm.

ステンレス釘　L=65mm.

（1本/1枚）

ステンレスリング釘　L=45mm.

タテ桟テープ（垂木）ごとに

タテ桟テープ

瓦座36ｘ90

瓦桟15ｘ30

6.瓦の留め付け
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●軒先の桟瓦の出は、軒先先端から75mmを標準とし
　ます。軒先の桟瓦が垂れない様、瓦座の高さを

　36mmとします。

（防腐処理）

●軒先の桟瓦は、釘打にてステンレススクリュー釘

　L=65mm　及び7形釘で必ず固定して下さい。

野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

＃12×65㎜

（防腐処理）

【軒先の納まり】 Ｓ＝１/１０

36

235

235

235

235

235

215

75

ステンレス7形釘

瓦座36×90

鼻隠 垂木45ｘ60＠303

ｅスクリング釘

瓦桟木15×30以上

桟瓦

タテ桟テープ
万十唐草軒瓦

7.施工詳細図
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野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

（防腐処理）

下葺材：ゴムアスルーフィング

（防腐処理）

（防腐処理） （防腐処理）

野地板ｔ＝12以上

Ｓ＝１/１０
【ケラバ(左)の納まり】

【ケラバ(右)の納まり】

3
6

3
6

305265

265265

265 265

225 265

登り淀36×60×10

登り淀36×60×10

タテ桟テープ

垂木45ｘ60＠303

瓦桟木15×30以上

破風板

瓦桟木15×30以上

破風板

タテ桟テープ

垂木45ｘ60＠303

万十袖瓦（左）

万十袖瓦（右）
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野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

【棟の納まり】
Ｓ＝１/１０

【隅棟の納まり】

ステンレスネジ

ステンレスビス120mm

強力棟工法

L=150mm

《カエズ・厚のし３段の場合》

《カエズ・厚のし3段の場合》

235

235
7
6

150

垂木42ｘ42

隅棟木

５寸紐丸

なんばん

パッキン付

なんばん

パッキン付

垂木45ｘ60＠303

垂木45ｘ60＠303

棟一番自在型（自在受けF90）

垂木42ｘ42

棟一番自在型（自在受けF90）

５寸紐丸

カエズ鬼棟６寸

厚のし３段積

厚のし3段
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野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

L=50mm
ステンレスネジ

野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

【棟の納まり】
Ｓ＝１/１０

【隅棟の納まり】

《コヅチ・小のし1段七分のし２段の場合》

L=50mm
ステンレスネジ

M10寸切ボルト135㎜

《コヅチ・厚のし３段片面のし２段の場合》

235

235

24
0

240

6
9

1
55

240

69

隅棟木

なんばん

七分のし2段積

小のし1段積

コヅチ須山(6寸)

雁振

パッキン付

小のし3段積

雁振

パッキン付

垂木45ｘ60＠303

垂木45ｘ60＠303

棟一番自在型（自在受けF90）

棟一番自在型（自在受けF150）

棟木42ｘ36

棟木42ｘ36

片面のし2段積

棟鬼７寸コヅチ
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ルーフィング増貼リ250㎜以上

（防腐処理）

（防腐処理）

かつ雨押え板金上端より50㎜以上

45

100

下葺材：ゴムアスルーフィング
野地板ｔ＝12以上

野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

ルーフィング増貼リ250㎜以上
かつ雨押え板金上端より50㎜以上

Ｓ＝１/１０

【壁際(水平方向)の納まり】

【壁際(流れ方向)の納まり】

（防腐処理）

（防腐処理）

235

235

3
4
8

50

3
75

5
0

75

110

1
8
0

タテ桟テープ

なんばん（シルガード）

瓦桟木15×30以上

垂木45ｘ60＠303

外壁

なんばん（シルガード）

垂木45ｘ60＠303

外壁

瓦桟１5×30（防腐処理）

瓦桟木15×30以上

タテ桟テープ捨水切

厚のし瓦2段

雨押水切鋼板0.35mm
貫板18×90

雨押水切鋼板0.35mm以上

貫板18×90

厚のし瓦2段



14

EPDM片面接着

（防腐処理）

流れが６ｍを越える場合

（防腐処理）

野地板ｔ＝12以上
下葺材：ゴムアスルーフィング

180

30.3
100

【大谷の納まり】
Ｓ＝１/１０

●ルーフィング、2重張りをして下さい。

●谷樋は、鋼板0.3mm以上を使用して下さい。

●谷樋のジョイント部は、100mm以上重ね合わせてシーリングをして下さい。

150150

150

7575 瓦桟木15×30以上

垂木45ｘ60＠303

瓦桟木15×30以上

谷面戸
谷木

●谷樋のォチテした桟瓦は、必ず釘または緊結線で固定し
防災機能を失った勝手瓦は、隣接する瓦と接着剤で固定してください。

谷樋鋼板
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